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１． はじめに 
近年、ブロードバンドの普及はめざましく日本のブロー

ドバンドユーザ数は 1,580 万人を越えている[1]。一方で、
昨年 12 月には地上ディジタル放送が一部地域で開始され、
双方向性を利用した視聴者へのデータサービスも活発に提
供されている。また、メタデータを利用したサーバ型放送
の検討はサーバ型放送運用規定作成プロジェクト[2]で現在
進行中である。 
しかし、現在のところ日本においては通信と放送の特性

を十分に活かしきった融合型サービスは出現していない。 
通信と放送の技術を利用すれば、視聴者が興味を持つ番組
広告を任意のタイミングで視聴者に配信することが可能で
あると考えられる。現在の放送の番組広告を考えた場合、
番組広告の配信方法として番組内の時間的に決められた枠
に広告を割り当てる方法が一般的に用いられている。この
方法は不特定多数の人を対象とするものであるため、視聴
者の興味が多種多様化している現在では、広告主の意図す
る広告効果を得ることが困難になっている。そこで、いつ
でも、どこでも視聴者にアクセス出来るという通信（携帯
電話）の特性を活かして、番組に興味を持つ視聴者を特定
し、広告主が指定するタイミングで視聴者に合った広告を
配信したいというニーズが高まっている。 
また携帯電話は生活に切り離せない道具となっており、

通常の電話機能のみならず、ディジタルカメラ、IC カード
機能などを搭載し、携帯電話一台持ち歩けば、日常生活の
すべてが事足りるような状況が生まれつつある。 
このような状況を鑑みて、筆者らは視聴者の携帯電話に

視聴者が興味を持つ広告を配信するシステムの試作を行っ
たので報告を行う。 

２． 必要となる技術 
システムの試作では、番組広告の配信において、広告主

が指定したタイミングに合わせて、番組を録画予約した視
聴者あるいは番組を視聴中の視聴者の携帯電話に視聴者に
合った番組広告をメールで配信することを目的とした。 
このシステムを実現する際においては、下記の技術が必要
である。 

 
1. 番組を録画予約した視聴者あるいは番組を視聴中の

視聴者を特定し、視聴者の携帯電話の e-mail アドレ
スを取得する 

2. 視聴者の興味に合った番組広告を選択する 
3. 広告主が指定したタイミングで番組広告をメール配

信する 
現在、これらに関連する従来技術として下記がある。 

（１）携帯電話を利用して番組を録画予約する技術[3] 

携帯電話の画面上に番組表を表示させて、視聴者は録画予
約したい番組を選択する。選択された番組情報を赤外線信
号に変換して、携帯電話の赤外線機能を利用して番組蓄積
装置に送信する。これにより番組の録画予約を行うことが
可能である。 
（２）本放送開始直前に番組開始メールを配信する技術[4] 
番組の本放送開始前に、番組をリアルタイムで視聴したい
視聴者に向けて、番組の放送開始通知メールを送信するこ
とが出来る。 

３ ．技術課題 
 ２章(1)ではあらかじめ携帯電話にダウンロードされた番
組表を利用して、視聴者宅にある番組蓄積装置に対して番
組の録画予約を容易に行うことが出来る。しかし、この方
法では放送局側でどの視聴者がどの番組を録画予約したの
かという情報を収集することが出来ず、番組を録画予約し
た視聴者を特定出来ない。 
２章(2)では放送番組をライブで見たい視聴者に、番組の本
放送開始前に番組開始の通知メールを配信することは出来
たが、メールを配信するタイミングを指定することが出来
ない。このため、広告主が視聴者の視聴開始時刻に合わせ
て広告メールを配信することは出来ない。 
 以上より、従来のシステムでは、録画予約した人を特定
し、広告主が指定するタイミングで番組広告を視聴者の携
帯電話に配信する手段がない。 

４．課題を解決するための機能 
 ３章の課題を解決するためには、下記の３つの機能を 
実現する技術が必要となる。 
 

1. 録画予約情報を利用して視聴者を特定する機能 
2. 視聴者の興味に合った番組広告を選択する機能 
3. 指定した時間に番組広告をメール配信する機能 

以下に上記の機能について、図１（システム構成図）を 
もとに詳細に説明を行う。 
 
1. 録画予約情報を利用して視聴者を特定する機能 
Ø 番組を録画予約した視聴者を識別する方法 
番組表を用いて視聴者が録画予約した番組情報は、携帯
電話のインターネット接続機能を利用して放送局側の録
画予約管理サーバに送信する。これと同時に携帯電話識
別ＩＤもあわせて送信する。この ID を用いてあらかじ
めサービスサーバに登録されている視聴者の情報を基に、
視聴者の識別が行え、携帯電話の e-mail アドレスを取得
することが出来る。 
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Ø 番組録画予約情報の番組蓄積装置への送信方法 
番組蓄積装置に Web アプリケーションサーバを立ち上
げて、録画予約管理サーバ側から http 経由で番組録画
予約情報を番組蓄積装置に送信する方法とした。その
他の方法として、番組蓄積装置にメールサーバを用意
し、メール（メール本文に記述した番組録画予約コマ
ンド文）で番組録画予約を予約管理サーバから番組蓄
積装置に指示する方法を検討したが、実装の容易さか
ら http による Web アプリケーションサーバ方式とした。 

2. 視聴者の興味に合った番組広告を選択する機能 
Ø 配信広告の決定方法 
 現在の放送では、１つの番組に対して複数の広告主が
存在する。このため番組の広告候補が複数ある場合には、
視聴者の嗜好情報と広告主の業界カテゴリ（例えばスポ
ーツ用品業界など）を比較して、最適な広告を選択する
方式とする。今回は視聴者がユーザ登録時に登録する嗜
好情報と広告主の業界カテゴリの単純なキーワードマッ
チング[5]により、広告の選択を行う。 

3. 指定した時間に番組広告をメール配信する機能 
Ø 広告配信タイミングの指定方法 
広告主は番組毎、広告毎に番組広告を配信するタイミン
グ（番組の本放送開始時や視聴者の番組視聴開始時）を
指定することが出来る。これにより、広告主は視聴者の
番組視聴時刻に応じて広告を変更したり、番組放送終了
後すぐに視聴者に広告を配信することが出来る。以下に
典型的な配信タイミング時の動作について述べる。 
① 番組本放送時にメール広告を配信する場合 

広告主がスポンサーとなっている番組の本放送の開
始時刻と広告主の指定したタイミングに基づいて、
広告メールの配信予定時刻を計算する。配信予定時
刻になると、広告配信サーバは番組の録画予約を行
った視聴者に対して、番組のメール広告を配信する。 

② 視聴者の番組視聴時にメール広告を配信する場合 
視聴者の番組蓄積装置から番組の視聴開始情報を受
け取ると、番組の広告に指定されている広告メール
を、広告主の指定に基づいて視聴者の携帯電話に送
信する。視聴情報の個人識別については、番組蓄積
装置を操作する際に利用する携帯リモコンの携帯電
話端末ＩＤを利用して、識別している[6]。これによ
り例えば、視聴者が冬に番組を視聴した際には、コ
ートの広告、スキー用品の広告などの冬向けの広告
を送信することが出来る。 

Ø 視聴者の番組視聴情報の収集方法 
 放送局側の履歴管理サーバに番組蓄積装置からの視聴
履歴を収集するための Web アプリケーションサーバを
立ち上げ、インターネット網を介して視聴者の番組視聴
情報を http で番組蓄積装置から履歴管理サーバに送信
する方式とした。これにより、リアルタイムに番組視聴
情報を収集でき、視聴者の番組視聴開始タイミングを履
歴管理サーバ側で検知することが可能となる。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

５．まとめ 
 本稿では、i-アプリ TMを開発して、視聴者が番組表を利
用して携帯電話から番組の録画予約を行う機能の試作を行
った。さらに、携帯電話から番組録画予約情報をサービス
サーバに送信することで、広告主が指定したタイミングで、
視聴者に合った番組の広告を視聴者の携帯電話にメール配
信するシステムの試作を行った。これにより、例えばキャ
ンペーン情報のような時間的制約のある広告の場合には、
本放送終了後にメール広告を視聴者の携帯電話に送信する
ことにより、キャンペーン期間内に視聴者は広告を認知す
ることが出来るようになる。 
今後は番組録画予約情報や番組視聴履歴を利用してユー

ザの動的な嗜好情報を作成することで、より視聴者の嗜好
にあった広告メールを配信し、さらに広告効果を高める方
法を実装する。 
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